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旧 的］子宮頸癌術後の 再発危険例に対する放射線

治療 の 有用性 を検討し た。［方法］1980年か ら

1989年に 当科で広汎 子宮全摘術 を行 っ た頸癌Ib〜

II期症例の うち、予術の み の 群 を対象（C）群304例、

術後放射線治療を受けた群をAdjuvant（A）群94例

とした。A群 の 危険因子は、リ ン パ 節転移陽性59

例、病理学的因子（脈管 ・リ ン パ 管侵襲 ， 間質全

層浸潤）29例、r・宮傍組織浸潤6例で あり、術後

5（〉−60Gyの全骨盤照射を行 っ た。上記 2群 の 再発

率 ・
部位、生存期間（Kapla−Meier法 〉を比較 した。

有意差検定はkρ g−tank法 に よ っ た。【成績】全症例

の 5生率は C群89．7％A群62．2％で有意差 を認め た。

再発率は、C君粒7．1％（52／304）、　 A群44，7％（42／94）、

部位は 、骨盤内 IC群58％、　A群50％；遠隔：C群38％、

A 群29％；両部位 ：C群4％、A群21％で あ っ た。両群

の 再発例 の 生存期間は、C群 の 方が長期で あ っ た

（p＜0．005）。 再発時か らの 生存期間中央値 を再発

部位別 に 比較す る と、遠隔転移例 で は 両群に 有意

差なく（C群180「］， A君鞄10日）、骨盤内再発例 で は、

A群（196日）は 再発治療に対する効果 が 不良 で
， よ

り早期 に 遠隔転移 を生 じ，C群 （876日）との 間に有

意差 を認めた（pく（｝．OOI）。 ［結論］照射群の局所再発

率 が高い こ と か ら，術後照射の 局所へ の 有効性 は

．F分と は 言え な い 。更に ，照射群の遠隔転移率 が

高い こ と，再発時か ら の生存期間が短い こ とか ら

再発危険鬮 f一を有する例に は ，放射線照射よ りも

有効 な全 身化学療法が必要と考え る。

［目的］手術 ・
放射線治療の 適用限界 を超えた進

行頚癌に対 して neo
−
adjuvant 　chemotherapy を

施行し 、 根治療法の 完遂を期する と とも に 、 そ の

効果を検討 した e

［方法］1992年以降に経験 した進行頚癌11例 （llb

期 3例 、
IHb期 8例）を対象 と して 、 主治療を有効

に施行できるよ う5−FUとcis
−
platinum （CDDP）を併

用した補助化学療法を先行させ た 。 5−FUはユ
，
000

  ／d5 日間（扁平上皮癌 ，
10例）、また は 750  ／d

7 日聞（腺癌 ，
1例）の 持続 点滴と し 、 第 3 、4 治療

日に CDDP　50  ／d の 点滴静注 を加えた 。 これ を 1

ク
ー

ル と して 腫瘍の 縮小状態 を観察 しつ つ
、 原則

と して 3 クール 施行後 、 広汎性手術 （10例）ある

い は根治照射 （1例）を行 っ た。効果 は CT 像で

の 腫瘍縮小率、腫瘍 マ
ーカー

の推移 、
コ ル ポス コ

ピー像、組織
・
細胞形態の 変化に よ っ て検討 した 。

［成績］すべ て の 症例で 明白な腫瘍縮小がみ られ

縮小率は最高で 70％以上 に達 した。腫瘍マ
ー

カ
ー

（SCC，　CA−125）の低下も著 しく8例で 正常限界内に 、

残 りも それに近 い 値 とな っ た 。
コ ルポス コ ピー上

腟壁浸潤の 退縮が明らか に認め られ 、 主 治療施行

時に は腟壁 に病巣が残存した例は なか っ た 。 臨床

効果 に相 当する組織・細胞学的な 変化が観察され、

それ らは細胞 、 核 、 核小体の 大型化 、 空胞形成 、

多角化な どで あ っ た が 、 従来 の 化学療法 によ っ て

み られた変化より程度が高 く、 放射線照射によ る

変化に 類似する も の であ っ た 。 以上 の 結果 、 全例

に お い て 目的とす る主治療法が完遂 され 、 術後期

間が短 い な が ら 、 現在 まです べ て健在であ る 。

［結論］進行頸癌に対 して 5−FUとCDDPの 併用に よ

る neo −adjuvant 　chemotherapy を試み 、 主治療

の 完遂と い う所期の 目的を達 し得た。
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